

















権を提唱し教団に僧籍復権を訴えていく 1986 年から 1993 年を「顕明僧籍
復権前期」とする。③に関しては、草の根レベルで訴え続けた僧籍復権の議
論が、宗議会や春の法要など宗政や教団全体へと拡大し、僧籍復権が達成し
















後も明治 41（1908）年に自坊で幸徳秋水（1871 〜 1911）を招き談話会
を開催するなど、初期社会主義者たちと主義・行動をともにする。これがきっ















口 1994、阿満 2003、末木 2004、大谷 2011、2012、大東 2011、菱木
















































































































































































































































































かえた寺に入った」［同上］。そして、平成 5（1993）年 2 月 26 日に初版


















































平成 6（1994）年 1 月、過去に部落解放同盟から糾弾をうけた能邨英士
が宗務総長に就任し能邨内局が発足する。そして、平成 7（1995）年 4 月







































































































































































別次公正 1996「歴史と教法を鏡として」『真宗』6 月号：32 − 41。
堀口節子 1994「親鸞終息理解の再検討（2）――親鸞から性信へ そして高


















1995『第 28 回 宗議会（常会）議事録』。














め、昭和 20（1945）宗務総長に就任し、47 年まで在職。昭和 31（1956）
年再度宗務総長に就任。以降昭和 36（1981）年まで連続三期にわたっ
て内局を組織した［同上、320 − 321］。
３）明治 36（1906）年三重県菰野町生まれ。昭和 23（1948）年在野の信
仰結社真人社を結成。昭和 25（1950）年に宗議会議員となり、昭和
36（1961）年宗務総長に就任し、昭和 45（1970）まで三期にわたり
勤めた。東本願寺の宗政の中心にあって同朋会運動を提唱し近代教学の
一九
髙木顕明の僧籍復権と部落解放同盟
139
確立を目指す一方、教団の近代的改革に尽力した［同上、106 頁］。
二〇
